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国際私法

国際私法をはじめて学ぶ人，一通り勉強したがもう一度復習したい人，学部で国際私法を学
んでいる人，司法試験の選択科目で国際私法を選択した人，渉外弁護士を目指す人，実務で
渉外事例の案件を扱っている実務家や企業法務の人など，様々な読者層のニーズにかなうよ

うに，小活字，コラムなどを用いて工夫した，極めてわかりやすい概説書です。
　国際私法分野で知りたいことがこれ一冊ですべて理解することができます。通読することもできます
し，部分的に知りたいところだけ抽出して読むこともできます。
　いわゆる法適用通則法が制定されてから，はじめての本格的な教科書です。国際私法の総論・国際民
事手続・人・契約・物権・知的財産・家族法などが網羅的に書かれています。
　執筆者は４人いますが，各自の原稿を持ちより，お互いが忌憚なく意見を言い合って，修正・調整し
ていただきました。その際，極力，著者独自の見解は避け，スタンダードに徹するように心がけまし
た。そのため，あたかも単独著のような読みやすいスタイルになっています。（Ｉ）
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コラムや判例の引用等，あらゆるツールを駆使しています。目次（体系）はオーソドックスな構成になっています。
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